
 

 

令和５年度 学校評価報告書（目標設定） 

 視点 
４年間の目標 

１年間の目標 
取 組 の 内 容 

（令和２年度策定） 具体的な方策 評価の観点 

１ 
教育課程 

学習指導 

 
〇自立と社会参加
に向けた一貫性の
ある教育課程を編
成し、学習指導を
行う。 
 
 
 
 
 
 
 

 
① チームによる子ども
の「わかった。でき
た」をより多く引き出
すための効果的で持続
可能な仕組みによる授
業を構築する。 
 
 
 
② 生活年齢に応じた段
階的な育てたい力を学
校全体で共有する。 

 
①-1 研究推進班を中心に、子ど
もの実態に応じた具体の手だて
や実践を各学部内及び各学部間
で共有を図るとともに、実践を
積み重ね、深化を図る。 
①-2 年次研（中堅研）の研究テ
ーマと連動した授業改善を行
う。 
 
② 小中高各学部における育てた
い力を明確にする。 

 
①-1 子どもの「わかった。で
きた」について、単元後等、振
り返りの場を設定し、授業改善
ができたか。 
 
①-2 課題に対する研究の取り
組みと成果を共有できたか。 
 
 
② 各学部の育てたい力を共有
できたか。 

２ 
児童・生徒 

指導・支援 

 
〇個々の障害特性
を理解し、生活年
齢や発達段階に合
った指導・支援を
行う。 
 
 
 
 
 

 
① 集団生活において、
子どもが状況に応じて
自由で安心、自信をも
って適切に行動ができ
るようにすること等、
社会に出る力の育成を
図る。 
 
② 子どもの学校生活に
おける指導支援の方法
や環境設定の工夫に際
し、専門職等の参画の
整理も含め組織的に行
う。 

 
① 学部学年チーム等の多角的な
視点によって、他者との関わり
に係る課題の共有を図り、その
改善の方策が子どもの実体験と
して積み重なるよう系統的に設
定する。 
 
 
② 子どもの見立てや個別教育計
画作成時、または、ケース会開
催時や指導支援の場面等におい
て、校内外の資源を適切に活用
し、多面的に課題を捉え、支援
に活かす。 

 
① 集団生活における個々の課
題の共有を図るとともに、子ど
もの目的的な活動に効果的につ
なげることができたか。 
 
 
 
 
② 専門職等の校内外の資源と
の連携を効率的に進められた
か。また、専門職等の視点や意
見も参考に支援・指導に活かせ
たか。 

３ 進路指導・支援 

 
〇卒業後の生活を
イメージし、小学
部段階から系統性
のある進路指導・
支援を行う。 
 
 
 
 

 
① 一人ひとりの特性に
応じて支援を理解する
力を醸成し、主体的に
判断・選択する力、そ
して行動する力の育成
を図る。 
②生活年齢と発達年齢
とのバランスを図りな
がら、将来必要となる
力の獲得に向け、現段
階で育成する内容を保
護者と協働して取り組
む。 

 
① 係活動や作業班等の学習活動
において、子どもが主体的に自
己選択、自己決定ができる機会
や他者との関わりの場面を計画
的に設定する 
 
② 保護者や教職員に対して社会
生活に向けた各年齢段階におけ
る必要なスキルに係る情報提供
を行うことで、家庭の役割、学
校の役割を踏まえた指導支援を
行う。 
 

 
① 選択場面等の設定がある学
習活動が実践できたか。また、
目的に対し、子どもは適切に行
動ができたか。 
 
 
② 保護者、教職員への情報提
供は的確であったか。また、保
護者と協力して取り組めたか。 
 

４ 地域等との協働 

 
〇共生社会の実現
に向け、地域資源
の活用、本校の資
源の活用等を通
し、双方に有益な
取り組みを行う。 
 
 
 
 
 
 
 

 
① 本校の活動を地域に
発信・浸透させるとと
もに、子どもたちの社
会性や人間性を育みな
がら、地域との協働を
より充実させる。 
 
 
② センター的機能の向
上・充実を図ること
で、校内及び地域の学
校等の専門性を高め、
持続可能な支援体制を
構築する。 
 

 
①-1 学校だより等を用いて本校
の活動の状況等を地域へ発信す
る。 
①-2 地域の各機関が主催するイ
ベント等に参加するなど、地域
との効果的な繋がりを構築す
る。 
 
②-1 子どもの指導や支援に係る
相談や情報提供等、校内外の支
援機能の充実を図る研修会を企
画運営する。 
②-2 地域の学校等のニーズを把
握し、校内体制の充実を図るこ
とができるよう働きかけをす
る。 

 
①-1 情報発信の内容や回数等
が的確であったか。 
 
①-2 地域と協働した子どもた
ちの学習活動が促進されたか。 
 
 
 
②-1 研修会の内容、回数は適
切であったか。 
 
 
②-2 地域の学校等への支援体
制の向上や充実が図れたか。 
 
 

５ 
学校管理 

学校運営 

 
〇安全・安心な、
事故・不祥事のな
い学校であるよう
管理・運営を行
う。 

 
① お互いに認め合う風
土を醸成し、全職員の
心理的安全性を構築す
るとともに、チームで
業務を遂行すること
で、事故・不祥事の未
然防止を図る。 
 
② 防災教育の充実を図
るとともに、組織とし
て子どもを守る環境を
整備する。 
 
 
 

 
①-1 同僚を慮る実践的な技能等
の獲得のための研修会を行う。 
 
①-2 業務の進行状況をチームで
把握することや、チームで業務
を遂行することに係る改善点の
洗い出しや対応の共有を図る。 
 
②-1 学校安全計画の課題の共有
を図るとともに、子ども一人ひ
とりに即した実践的な防災教育
の充実を図る。 
 
②-2 自然災害等の発災を想定し
た訓練の充実や危険回避のため
の環境整備に係るチェック表の
策定等を行う。 
できるようにする。 

 
①-1 研修会の内容と回数は適
切であったか。 
 
①-2 チームでの取り組みが業
務の平準化や心理的安全性につ
ながったか。 
 
 
②-1 子どもが自分で自分を守
る行動がとるための環境設定や
学習活動が実践できたか。 
 
 
②-2 具体を想定した訓練の充
実やチェック表が機能したか。 
 

 


